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新潟 RC 6 月第 3 例会 (2021.6.15)（Zoom・書面例会併催） №３３６９ 

 

(1) ロータリーソング「我等の生業」ピアノ演奏 

 

(2) 高橋 秀松会長挨拶 

コロナのワクチン接種が始まりました、なかなか順調には

進まないようですが、一日でも早く摂取が完了し、ウイズ

コロナの中でも通常の社会生活、経済活動が再開される

ことを願っています。 

6月はロータリー親睦活動月間です。「親睦」という花言葉

を持った植物は、大豆 枝豆です。今日は枝豆の話をし

ます。スーパーでは、枝豆の「弥彦むすめ」が並び始めま

した。我が家ではシーズンになると、ザルに山盛りの枝豆

が食卓に並びます。愛知県出身の、せがれの嫁も驚きの

眼で食卓に見入っています。特に昨年から今年は私が

毎晩在宅ですので、朝 昼 晩と毎食、えだまめ エダマ

メが続くわけです。 

枝豆は、大豆の未成熟なもので、完熟すると大豆になり

ます。枝豆（未成熟な大豆）としていつから食べ始められ

たのか時期は定かではありませんが、江戸時代には枝に

ついた状態で、茹でて売られていたようです。今では、世

界的にも健康志向の日本食ブームで塩茹でした枝豆が

食べられるようになり、「EDAMAME」と呼ばれ通用してい

ます。 

枝豆の種類は大きく分けて、関東地方で栽培される「白

毛豆（青豆）」、東北地方で栽培される「茶豆」、主に関西

で生産される「黒色」の 3種類があります。 

その品種の中でも、在来種と呼ばれる特定の地域で昔か

ら栽培されてきた枝豆が全国各地にあり、青森の「毛豆」

山形の「だだちゃ豆」新潟の「黒崎茶豆」兵庫の「丹波篠

山黒豆」（たんばささやま）京都の「紫ずきん」千葉の「小

糸在来」（こいとざいらい）神奈川の「はねっこ会」などがあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

新潟の黒崎茶豆は、明治末期に黒崎村小平方の農家が、山

形県庄内鶴岡から、「だだちゃ豆」をもらってきて栽培が開始さ

れたといわれていますが、もともと「だだちゃ豆」は新潟がルー

ツであったとの説があるので、どちらが本当の発祥かはわかり

ません。いずれにしても「黒崎茶豆」は、他の枝豆では味わえ

ない芳ばしい香りが特徴です。口の中に入れると広がる深い

甘み・コク、そして心地よい歯ごたえは一度食べたら忘れられ

ない格別の美味しさで、新潟の食卓にはなくてはならないもの

です。 

枝豆の作づけ面積ですが、1位が新潟県ですが、出荷量では

なんと 7番目です。これは家族 親せき 一族郎党で、みんな

食べてしまうためで、県外までには出回らないという証です。

なんとなく納得します。 

新潟市では 5月下旬から始まる枝豆ですが、名前がついて、6

月初旬の「弥彦むすめ」7月中旬の「おつな姫」7月下旬の「湯

上り娘」「早生（わせ）茶豆」 8月に入ると「黒崎茶豆」「盆茶豆」

「ぴかり茶豆」と続きます。9月に入り「さかな豆」「黒豆」最後と

なります。これだけのこだわりの、名前種類があるのは驚きで

す。 

ネーミングも大事な要素で、「湯上り娘」なんていかにも美味し

そうに感じるのは私だけでしょうか。これが「やりて婆」とか「豪

就くおやじ」となると誰が食べるか？となります。 

枝豆は、豆と野菜の両方の栄養的利点を持った、夏バテ防止

や疲労回復に大変効果的な、緑黄色野菜だと思っています。

「おつな姫」「湯上り娘」がスーパーに出る 7月が待ち遠しい限

りです。 
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ロータリーは機会の扉を開く 



 

(3) ㈱塚田牛乳 塚田正幸君退会（６月末日付） 

挨拶・バナー贈呈 

1992年 43歳の時（故）高島文治さんに薦められ入会

しました。 

＊思い出の委員会活動 

地区青少年交換委員会（2001～2004）に4年在籍して

1年交換学生や夏期交換学生の派遣準備、受け入れ

学生の 1年間の対応。来日当初は言葉もわからず、

文化、食事、学校生活全てが初めての経験。1か月後、

3か月後、6か月後、10か月後どんどん変化してゆく

学生を見ると国際ロータリーの素晴らしいプログラム

だと思った。 

私の子供 4人も 4600地区ブラジルのパラナ州へ 1年

交換学生として派遣。皆が一生に残る経験をした。親

として 2回ブラジルを訪問。受け入れ学生タリタの両

親と会ったり、派遣先RCやホストファミリーに会い、お

礼を言うが大歓迎された。 

当時新潟 RC事務局が地区事務局をやっていて、事

務局員の大倉美智子さんが毎年成田空港へ来日学

生を迎えに行ったり、オリエンテーションやスキー、旅

行にも一緒に行ってもらった。交換プログラムに必要

な英文の書類作成も大倉さんにしてもらい感謝してま

す。 

＊ローターアクトクラブ活動も楽しかったです。 

18～30歳の若い人達が RCを理解して奉仕活動を実

践する。 

若いエネルギーと行動力に圧倒されました。昨年9月

新潟ＲＡＣ創立 50周年でしたがコロナ禍で記念式典

は開催出来ず残念でした。 

＊先輩諸氏から、塚田君ロータリーに「ノー」は無いよ、

と言われ 2005～2006 年会長を務めさせて頂きました。

幹事は白山神社の（故）小林敬直宮司でした。毎週火

曜の午前は出社せず例会挨拶を考え苦痛の時間で

した。 

＊国内のみならず海外ＲＣにもメーキャップしました。 

地区外では、東京ＲＣ、前橋 RC、沖縄の名護ＲＣ、稚

内南 RC。 

海外は香港RC,香港島東RC、ニュージーランドのクラ

イストチャーチ、米国コロラド州デンバーの RC2ヶ所、

ニューヨーク RC。 

 

 

 

 

 

＊例会の楽しみ 

毎週例会でピアノの生演奏で我々をリラックスさせてくれた

濱田道子さんにも感謝します。私の好きなボサノバ、松任

谷由実の曲を頻繫に弾いてくれました。 

最後に新潟RCに 29年間大変お世話になりました。ロータ

リークラブを通じて出会えた多くの皆さんとのご縁や様々な

経験はとても貴重な財産になりました。心から感謝申し上

げます。本当にありがとうございました。 

また、例会場のイタリア軒にも大変お世話になりました。 

新潟 RCの益々のご発展をお祈りします。 

 

(4) 各種ご寄付の発表 

青少年育成基金寄付発表(武田 眞二委員) 

小飯田 澄雄君 本間  彊君 

本多  晃君 武田 眞二君 

 

(5) 会員スピーチ 「認知症は予防できるか」 

    新潟医療福祉大学 西澤 正豊学長 

    （初めてのオンライン会員スピーチ） 

 

 

(6) ６月１５日例会の参加率 

 

 

 

Zoom参加者 ４名 

 

次回例会は６月２２日 

会員スピーチ 「ロータリーあれこれ」  

小山 楯夫情報委員長を予定しております。 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 
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